
「
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

実
態
調
査
の
概
要

調
査
⽅
法

■
調
査
時
期

✔
平
成
２
８
年
９
月

２
０
日
（
火
）

～
１
０
月
５
日
（
水
）

■
調
査
対
象

✔
４
７
都

道
府

県
か

ら
、
以

下
の

基
準

で
３
市

町
村

を
抽

出
し
、
調

査
を
実

施
①

域
内
に
指
定
都
市
又
は
中
核
市
が
あ
る
場
合

⇒
指

定
都

市
又

は
中

核
市

か
ら
１
団

体
抽

出
②

①
以

外
で
人

口
規

模
に
照

ら
し
、
平

均
的

と
思

わ
れ

る
市

町
（
中

規
模

）
及

び
小

規
模

の
町

村
を
各

１
団

体
抽

出
③

①
で
該

当
が

な
い
場

合
に
は

、
人

口
規

模
が

大
規

模
の

団
体

を
抽

出
✔

対
象

市
町

村
の

抽
出

に
当

た
っ
て
は

、
公

平
性

・
中

立
性

の
観

点
か

ら
都

道
府

県
に
協

力
を
依

頼
■

調
査
の
留
意
事
項

✔
調

査
は

、
内

閣
府

地
方

分
権

改
革

推
進

室
と
内

閣
府

子
ど
も
・
子

育
て
本

部
の

連
名

で
実

施
✔

回
答

に
当

た
っ
て
は

、
各

市
町

村
に
お
い
て
、
必

ず
地

方
分

権
担

当
課

と
の

合
議

を
経

る
も
の

と
し
た

調
査
結
果

■
回
答
結
果

✔
１
３
４
市

町
村

か
ら
回

答
（
９
５
．
０
％

）
①

指
定

都
市

、
中

核
市

又
は

大
規

模
市

か
ら
４
５
団

体
回

答
②

中
規

模
市

町
村

か
ら
４
５
団

体
回

答
③

小
規
模
町
村
か
ら
４
４
団

体
回

答
※

３
都

道
府

県
７
市

町
村

が
未

回
答

地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

内
閣
府

都
道
府
県

市
町
村

依
頼

抽
出

送
付

回
答

１

平
成
２
８
年
１
０
月

13
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79
.1

85
.688
.2

87
.4

20
.9

14
.411
.8

12
.6

0%
10
%

20
%

30
%

40
%

50
%

60
%

70
%

80
%

90
%

10
0%

小
規
模

中
規
模

大
規
模

総
計

保
育

標
準

時
間

・
保

育
短

時
間

の
割

合

保
育
標
準
時
間

保
育
短
時
間

地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

問
１
．
貴
市
町
村
に
お
け
る
⼩
学
校
就
学
前
⼦
ど
も
の
数
に
つ

い
て
御
回
答
願
い
ま
す
。
（
平
成
28
年
4⽉

1⽇
現
在
）

問
２
．
貴
市
町
村
に
お
け
る
保
育
標
準
時
間
・
保
育
短
時
間

の
区
分
に
関
す
る
認
定
実
績
を
御
回
答
願
い
ま
す
。
（
平
成

28
年
4⽉

1⽇
現
在
）

区
分

就
学

前
子

ど
も
の

数
保

育
標

準
時

間
保

育
短

時
間

人
数

（
人

）
平

均
人

数
（
人

）
平

均
割

合
人

数
（
人

）
平

均
割

合

総
計

1
,4
5
8
,1
6
1

1
0
,8
8
2

4
9
2
,2
1
7

3
,7
2
9

8
7
.4
％

7
1
,2
0
3

5
3
9

1
2
.6
％

大
規

模
1
,2
9
5
,3
1
5

2
8
,7
8
5

4
3
2
,7
9
1

9
,8
3
6

8
8
.2
％

6
0
,5
3
6

1
,3
7
6

1
1
.8
％

中
規

模
1
3
6
,7
0
5

3
,0
3
8

4
9
,3
2
4

1
,0
9
6

8
5
.6
％

7
,8
0
7

1
7
3

1
4
.4
％

小
規

模
2
6
,1
4
1

5
9
4

1
0
,1
0
2

2
3
5

7
9
.1
％

2
,8
6
0

6
7

2
0
.9
％

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査
結
果
概
要
①

２

14



地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

問
３
．
平
成
28
年
度
（
４
⽉
〜
８
⽉
）
に
お
け
る
保
育
必
要
量
（
保
育
標
準
時
間
・
保
育
短
時
間
）
の
変
更
処

理
件
数
に
つ
い
て
御
回
答
願
い
ま
す
。
（
※
３
号
か
ら
２
号
へ
の
認
定
区
分
の
変
更
は
除
く
。
）

大
規

模
中

規
模

小
規

模

件
数

（
件

）
件

数
（
件

）
件

数
（
件

）

2
9
,5
1
4

5
,2
9
7

8
3
8

最
大

最
小

平
均

最
大

最
小

平
均

最
大

最
小

平
均

4
,9
2
2

4
5

7
3
8

4
6
0

0
1
1
8

8
2

0
1
9

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査
結
果
概
要
②

３

※
参
考

総
計

3
5
,6
4
9
件

（
平

均
2
7
6
件

）

15



地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

問
４
．
保
育
必
要
量
（
保
育
標
準
時
間
・
保
育
短
時
間
）
の
認
定
事
務
を
⾏
う
に
当
た
り
、
貴
市
町
村
に
お
け

る
事
務
に
つ
い
て
、
負
担
と
な
っ
て
い
る
点
を
以
下
の
選
択
肢
①
〜
⑥
（
想
定
以
上
の
負
担
が
な
け
れ
ば
⑥
を

選
択
し
て
く
だ
さ
い
。
）
か
ら
御
回
答
願
い
ま
す
。
（
２
つ
ま
で
回
答
可
）

①
新
制
度
に
関
す
る
保
護
者
や
事
業
者
へ
の
制
度
周
知
の
事
務

②
保
育
標
準
時
間
・
保
育
短
時
間
の
認
定
事
務
（
認
定
の
変
更
に
伴
う
事
務
を
除
く
）

③
保
護
者
に
対
す
る
⽀
給
認
定
証
の
交
付
事
務

④
保
育
標
準
時
間
・
保
育
短
時
間
の
区
分
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に
よ
る
変
更
処
理
の
事
務

⑤
保
育
標
準
時
間
・
保
育
短
時
間
の
認
定
の
変
更
処
理
に
伴
う
⽀
給
認
定
証
の
回
収
・
発
⾏
事
務

⑥
特
に
事
務
に
つ
い
て
、
負
担
と
な
っ
て
い
る
点
は
な
い
。

18

63
49

96

31
4

2
25

16
38

8
0

7
22

17
31

13
0

9
16

16
27

10
4

02040608010
0

12
0

①
②

③
④

⑤
⑥

問
４

回
答

分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査
結
果
概
要
③

４

16



地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

問
５
．
⽀
給
認
定
証
の
交
付
事
務
に
つ
い
て
、
問
４
の
事
務
作
業
の
ほ
か
に
、
負
担
の
原
因
と
し
て
貴
市
町
村

に
お
い
て
最
も
当
て
は
ま
る
も
の
を
以
下
の
選
択
肢
①
〜
④
（
想
定
以
上
の
負
担
が
な
け
れ
ば
④
を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
。
）
か
ら
御
回
答
願
い
ま
す
。

①
⽀
給
認
定
証
に
関
す
る
保
護
者
か
ら
の
問
合
せ
（
意
義
、
必
要
性
に
つ
い
て
等
）
対
応

②
⽀
給
認
定
証
の
交
付
を
施
設
の
利
⽤
決
定
と
誤
解
し
た
保
護
者
の
ト
ラ
ブ
ル
対
応

③
保
護
者
の
⽀
給
認
定
証
の
紛
失
・
再
発
⾏
に
関
す
る
対
応

④
特
に
事
務
に
つ
い
て
、
負
担
と
な
っ
て
い
る
点
は
な
い
。

89

10
13

22

37

0
6

2
31

4
5

5
21

6
2

15
02040608010
0

①
②

③
④

問
５

回
答

分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査
結
果
概
要
④

５

17



地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

問
６
．
貴
市
町
村
に
お
け
る
⽀
給
認
定
事
務
に
際
し
て
、
内
閣
府
⼦
ど
も
・
⼦
育
て
本
部
に
お
い
て
⽀
給
認
定
事
務
の
簡
素
化
の
た
め
に

⽰
し
て
い
る
、
「
⾃
治
体
向
け
FA
Q
（
よ
く
あ
る
御
質
問
）
（
第
１
３
版
）
」
の
「
認
定
・
利
⽤
調
整
」
の
う
ち
、
以
下
の
項
⽬
に
つ
い

て
そ
の
活
⽤
状
況
を
①
〜
⑤
か
ら
選
択
し
そ
れ
ぞ
れ
御
回
答
願
い
ま
す
。

N
o.
2

求
職
活
動
、
育
児
休
業
取
得
時
の
継
続
利
⽤
の
事
由
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
判
断
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
、
例
え
ば
、
原
則
と

し
て
保
育
短
時
間
認
定
に
統
⼀
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
。

N
o.
5

新
制
度
施
⾏
時
に
現
に
保
育
所
に
⼊
所
し
て
い
る
児
童
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
が
保
育
短
時
間
認
定
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
保

育
標
準
時
間
認
定
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
経
過
措
置
を
設
け
て
い
る
こ
と
。

N
o.
6

No
.5
の
経
過
措
置
に
つ
い
て
は
、
異
な
る
園
に
転
園
し
た
場
合
に
つ
い
て
も
同
経
過
措
置
の
対
象
と
し
て
差
し
⽀
え
な
い
こ

と
。

N
o.
21

・
１
か
⽉
の
就
労
時
間
は
12
0時

間
に
満
た
な
い
も
の
の
、
１
⽇
の
就
労
時
間
が
８
時
間
以
上
と
な
る
よ
う
な
就
労
を
常
態
と
し

て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
保
育
短
時
間
認
定
を
⾏
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
と
市
町
村
が
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
の
判
断
に
よ
り

保
育
標
準
時
間
認
定
に
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
。

・
勤
務
時
間
帯
と
の
関
係
か
ら
、
常
態
と
し
て
施
設
が
設
定
す
る
保
育
短
時
間
認
定
に
係
る
利
⽤
時
間
帯
を
超
え
て
施
設
を
利
⽤

せ
ざ
る
を
得
な
い
と
市
町
村
が
認
め
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
保
育
標
準
時
間
認
定
と
す
る
こ
と
も
可
能
で

あ
る
こ
と
。

・
１
か
⽉
の
中
で
保
育
を
利
⽤
す
る
時
間
帯
が
ま
ち
ま
ち
で
あ
っ
て
、
主
と
し
て
い
る
勤
務
時
間
の
う
ち
最
も
早
い
時
間
開
始
時

刻
と
最
も
遅
い
勤
務
終
了
時
刻
の
差
が
８
時
間
以
上
あ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
保
育
短
時
間
認
定
を
⾏
う
こ
と
が
適
当
で
な
い
と

市
町
村
が
認
め
る
場
合
、
保
育
標
準
時
間
と
し
て
認
定
し
て
も
差
し
⽀
え
な
い
こ
と
。

①
新
制
度
施
⾏
時
（
平
成
27
年
4⽉

）
か
ら
活
⽤
し
て
い
る
。

②
平
成
27
年
度
途
中
か
ら
活
⽤
し
て
い
る
。

③
平
成
28
年
4⽉

か
ら
活
⽤
し
て
い
る
。

④
認
識
し
て
い
る
が
活
⽤
し
て
い
な
い
。

⑤
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査

結
果

概
要

⑤
－

１
（
問

６
N
o
.2
～

N
o
.2
1
）

６

18



地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

10
6

1
3

19
6

40
1

2
3

0
35

0
0

8
2

31
0

1
8

4
02040608010
0

12
0

①
②

③
④

⑤

問
６

N
o.
2

回
答

分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

97

0
2

28
7

41
0

1
3

0
27

0
0

17
1

29
0

1
8

6
02040608010
0

12
0

①
②

③
④

⑤

問
６

N
o.
5

回
答
分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

85

0
3

33
13

35
0

1
7

2
26

0
0

16
3

24
0

2
10

8
02040608010
0

①
②

③
④

⑤

問
６

N
o.
6

回
答

分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

10
8

2
6

14
4

36
2

3
4

0
39

0
1

4
1

33
0

2
6

3
02040608010
0

12
0

①
②

③
④

⑤

問
６

N
o.
21

回
答
分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査

結
果

概
要

⑤
－

２
（
問

６
N
o
.2
～

N
o
.2
1
）

７

19



地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

問
６
．
貴
市
町
村
に
お
け
る
⽀
給
認
定
事
務
に
際
し
て
、
内
閣
府
⼦
ど
も
・
⼦
育
て
本
部
に
お
い
て
⽀
給
認
定
事
務
の
簡
素
化

の
た
め
に
⽰
し
て
い
る
、
「
⾃
治
体
向
け
FA
Q
（
よ
く
あ
る
御
質
問
）
（
第
１
３
版
）
」
の
「
認
定
・
利
⽤
調
整
」
の
う
ち
、

以
下
の
項
⽬
に
つ
い
て
そ
の
活
⽤
状
況
を
①
〜
⑤
か
ら
選
択
し
そ
れ
ぞ
れ
御
回
答
願
い
ま
す
。

N
o.
34

No
.5
の
経
過
措
置
の
適
⽤
を
受
け
る
⼦
ど
も
の
弟
妹
が
⼊
園
す
る
場
合
の
認
定
の
取
扱
い
に
つ
い
て
、
家
庭
の
事
情

等
を
踏
ま
え
、
必
要
な
範
囲
に
お
い
て
、
市
町
村
の
判
断
に
よ
り
保
育
標
準
時
間
認
定
と
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は

な
い
こ
と
。

N
o.
42

職
権
で
３
号
か
ら
２
号
に
⽀
給
認
定
の
変
更
を
⾏
う
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
⽀
給
認
定
の

有
効
期
間
を
明
⽰
す
る
こ
と
に
よ
り
、
3号

と
２
号
を
ま
と
め
て
申
請
・
認
定
す
る
運
⽤
も
可
能
で
あ
る
こ
と
。

N
o.
43

単
に
保
護
者
の
希
望
が
変
わ
っ
た
こ
と
だ
け
を
理
由
と
し
て
⽀
給
認
定
の
変
更
を
申
請
さ
れ
た
場
合
に
は
、
市
町
村

の
判
断
に
よ
り
当
該
変
更
を
認
め
な
い
と
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
こ
と
。

①
新
制
度
施
⾏
時
（
平
成
27
年
4⽉

）
か
ら
活
⽤
し
て
い
る
。

②
平
成
27
年
度
途
中
か
ら
活
⽤
し
て
い
る
。

③
平
成
28
年
4⽉

か
ら
活
⽤
し
て
い
る
。

④
認
識
し
て
い
る
が
活
⽤
し
て
い
な
い
。

⑤
そ
の
よ
う
な
取
扱
い
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査

結
果

概
要

⑤
－

３
（
問

６
N
o
.3
4
～

N
o
.4
3
）

８
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地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部
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0
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20

0
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1
20

6
23

0
1

12
8

020406080

①
②

③
④

⑤

問
６

N
o.
34

回
答

分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模
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0

6

72

29
4

0
0

37

4
10

0
3

20
12

13
0

3
15

13
020406080

①
②

③
④

⑤

問
６

N
o.
42

回
答
分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

50

2
5

57

20
15

1
1

27

1
18

1
2

15
9

17
0

2
15

10
0102030405060

①
②

③
④

⑤

問
６

N
o.
43

回
答

分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査

結
果

概
要

⑤
－

４
（
問

６
N
o
.3
4
～

N
o
.4
3
）

９
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地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

2
22

85

1
12

28
1

7
28

0
3

29

02040608010
0

①
②

③

問
７

N
o.
2

回
答

分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

5
19

73

4
11

24
1

5
21

0
3

28

01020304050607080

①
②

③

問
７

N
o.
5

回
答
分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

（
問
６
．
に
お
い
て
、
①
〜
③
と
回
答
し
た
団
体
の
み
回
答
願
い
ま
す
。
）

問
７
．
「
⾃
治
体
向
け
FA
Q
（
よ
く
あ
る
御
質
問
）
（
第
１
３
版
）
」
の
「
認
定
・
利
⽤
調
整
」
の
う
ち
、
問

６
に
掲
げ
る
事
項
活
⽤
後
の
貴
市
町
村
の
事
務
作
業
の
負
担
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
を
以
下
の
選
択
肢

①
〜
③
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
御
回
答
願
い
ま
す
。

①
活
⽤
前
と
⽐
べ
て
事
務
作
業
の
負
担
は
相
当
量
減
少
し
た
。

②
活
⽤
前
と
⽐
べ
て
事
務
作
業
の
負
担
は
⼀
定
程
度
減
少
し
た
。

③
活
⽤
前
と
⽐
べ
て
事
務
作
業
の
負
担
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査
結
果
概
要
⑥
－
１

1
0
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地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

3
17

67

2
9

23
1

5
20

0
3

24
020406080

①
②

③

問
７

N
o.
6

回
答

分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模
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分
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規
模

中
規
模

小
規
模
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分
布
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規
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規
模

小
規
模
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010203040

①
②

③

問
７

N
o.
42

回
答
分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査
結
果
概
要
⑥
－
２

1
1
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地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

0
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53

0
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14
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3
20

0
2
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①
②

③

問
７

N
o.
43

回
答

分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査
結
果
概
要
⑥
－
３

1
2
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地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査
結
果
概
要
⑥
－
４

1
3

2%
21

%

77
%

活
用

に
よ
る
効

果
：
N
o.
2 相

当
程
度
減
少

一
定
程
度
減
少

変
わ
り
な
し

5%
20

%

75
%

活
用

に
よ
る
効

果
：
N
o.
5 相

当
程
度
減
少

一
定
程
度
減
少

変
わ
り
な
し

3%
20

%

77
%

N
o.
6：

活
用

に
よ
る
効

果

相
当
程
度
減
少

一
定
程
度
減
少

変
わ
り
な
し

3%
18

%

79
%

活
用

に
よ
る
効

果
：
N
o.
21 相

当
程
度
減
少

一
定
程
度
減
少

変
わ
り
な
し

実
施

率
：
79
%

実
施
率
：
75
%

実
施

率
：
67
%

実
施
率
：
86
%
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地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査
結
果
概
要
⑥
－
５

1
4

3%
16

%

81
%

活
用

に
よ
る
効

果
：
N
o.
34 相

当
程
度
減
少

一
定
程
度
減
少

変
わ
り
な
し

10
% 16

%

74
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活
用

に
よ
る
効

果
：
N
o.
42 相

当
程
度
減
少

一
定
程
度
減
少

変
わ
り
な
し

0% 13
%

87
%

活
用

に
よ
る
効

果
：
N
o.
43 相

当
程
度
減
少

一
定
程
度
減
少

変
わ
り
な
し

実
施

率
：
48
%

実
施
率
：
25
%

実
施

率
：
44
%
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地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

問
８
．
保
育
必
要
量
の
認
定
に
つ
い
て
、
現
⾏
の
保
育
標
準
時
間
・
保
育
短
時
間
の
２
区
分
を
保
育
標
準
時
間

に
統
⼀
し
た
上
で
、
個
々
の
市
町
村
が
保
護
者
の
就
労
状
況
に
応
じ
て
、
児
童
⼀
⼈
⼀
⼈
の
真
に
必
要
な
保
育

時
間
を
そ
れ
ぞ
れ
個
別
に
把
握
し
、
認
定
す
る
制
度
と
し
た
場
合
、
現
⾏
制
度
下
と
⽐
較
し
た
貴
市
町
村
の
事

務
作
業
の
負
担
に
つ
い
て
、
当
て
は
ま
る
も
の
を
以
下
の
選
択
肢
①
〜
⑤
か
ら
御
回
答
願
い
ま
す
。

①
現
⾏
の
制
度
と
⽐
べ
て
事
務
作
業
の
負
担
は
相
当
量
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

②
現
⾏
の
制
度
と
⽐
べ
て
事
務
作
業
の
負
担
は
⼀
定
程
度
減
少
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

③
現
⾏
の
制
度
と
⽐
べ
て
事
務
作
業
の
負
担
は
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

④
現
⾏
の
制
度
と
⽐
べ
て
事
務
作
業
の
負
担
は
⼀
定
程
度
増
⼤
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

⑤
現
⾏
の
制
度
と
⽐
べ
て
事
務
作
業
の
負
担
は
相
当
量
増
⼤
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

3
9

18
32

72

0
4

4
8

29
2

2
5

11
25

1
3

9
13

18
020406080

①
②

③
④

⑤

問
８

回
答

分
布

総
計

大
規
模

中
規
模

小
規
模

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査
結
果
概
要
⑦

1
5
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地
方
分
権
改
革
推
進
室
、
子
ど
も
・
子
育
て
本
部

問
９
．
そ
の
他
、
保
育
必
要
量
の
認
定
及
び
そ
れ
に
伴
う
⽀
給
認
定
証
の
交
付
に
係
る
事
務
の
改
善
策
等
に
つ

い
て
、
御
提
案
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
御
回
答
願
い
ま
す
。
（
⾃
由
回
答
）

○
保

育
標

準
時

間
・
保

育
短

時
間

の
統

合
に
関

す
る
意

見
：
２
５
件

○
支

給
認

定
証

の
交

付
に
関

す
る
意

見
：
３
８
件

・
支

給
認

定
証

の
廃

止
：
９
件

・
支

給
認

定
証

の
交

付
を
任

意
交

付
（
申

請
主

義
）
と
す
る
：
１
８
件

・
支

給
認

定
証

の
交

付
を
電

磁
的

交
付

と
す
る
：
２
件

・
支

給
認

定
証

の
記

載
事

項
（
認

定
の

変
更

事
由

）
を
見

直
す
：
４
件

・
支

給
認

定
証

の
変

更
が

あ
る
際

、
回

収
を
求

め
な
い
：
２
件

○
そ
の

他
：
５
７
件

例
：
２
号

認
定

・
３
号

認
定

の
区

分
の

統
一

、
保

育
短

時
間

の
利

用
者

負
担

の
値

下
げ

等

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
下
に
お
け
る
保
育
短
時
間
制
度
の
見
直
し
」

調
査
結
果
概
要
⑧

1
6

■
主

な
意

見
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